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一

般

質

問

町政を問う町政を問う

遠藤　浩 議員

　ビ
ジ
ネ
ス
や
町
内
交

流
、
観
光
を
目
的
に
町

を
訪
れ
る
方
々
か
ら
町

民
バ
ス
を
軸
に
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
や
高
速
バ
ス
へ
接

続
す
る
こ
と
に
よ
る
利

便
性
の
向
上
に
期
待
す

る
声
を
頂
い
て
い
ま

す
。
今
後
の
町
の
対
応

を
伺
い
ま
す
。

　町
民
バ
ス
運
行
時
間

の
現
行
を
維
持
し
つ
つ
、

様
々
な
観
点
か
ら
町
内
交

通
の
運
用
体
系
を
検
討

し
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
や
高
速

バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

町
長

遠
藤

ヴィレッジ新駅町民バス

①
応
急
対
策
工
事
及
び
保

安
施
設
の
設
置
を
実
施

し
、
令
和
２
年
３
月
ま
で

に
約
８
割
の
箇
所
の
本
復

旧
完
了
に
取
り
組
み
ま

す
。

②
今
般
の
豪
雨
災
害
を
踏

ま
え
整
備
の
見
直
し
を
図

り
ま
す
。

③
警
戒
レ
ベ
ル
の
情
報
提

供
内
容
に
つ
い
て
、
チ
ラ

シ
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
り
周
知
を
図
っ
て
い

ま
す
。
住
民
の
災
害
に
対

す
る
備
え
並
び
に
災
害
発

生
時
の
対
応
に
つ
い
て
掲

載
し
た
総
合
的
な
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
住
民

説
明
会
を
令
和
２
年
３
月

に
開
催
し
て
各
戸
配
布
し

ま
す
。

①
小
学
生
58
％
、
中
学
生

96
％
で
す
。

②
小
学
校
で
は
、
情
報
モ

ラ
ル
教
室
、中
学
校
で
は
、

双
葉
警
察
署
に
よ
る
防
犯

教
室
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
講
演
会
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　特
別
活
動
や
道
徳
の
授

業
に
お
い
て
は
年
に
２
回

程
度
、
各
学
年
の
実
態
に

応
じ
た「
情
報
の
伝
え
方
」

「
友
だ
ち
へ
の
言
葉
の
伝

え
方
」
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
設
け
て
指
導
し
て

い
ま
す
。

③
保
護
者
向
け
の
「
情
報

モ
ラ
ル
教
室
」
等
の
教
育

講
演
会
の
開
催
や
学
校
だ

よ
り
を
用
い
て
、
子
ど
も

た
ち
の
適
切
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使

用
に
つ
い
て
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

　情
報
媒
体
を
使
い
こ
な

す
基
本
的
な
素
養
。

町
長

①
近
年
、
想
定
を
超
え

る
豪
雨
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
旧
工
事

の
進
捗
状
況
と
復
旧
計

画
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

ど
の
様
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

②
浸
水
地
域
の
災
害
対

策
を
町
は
ど
の
様
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

③
避
難
し
た
か
っ
た
が

避
難
で
き
な
か
っ
た

方
々
も
い
た
よ
う
で

す
。「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ

へ
」
今
後
、
町
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
ま
す

か
。

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
て

い
る
児
童
・
生
徒
の
割

合
は
。

②
児
童
・
生
徒
へ
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
犯
罪
に
関
連
し
た

教
育
、
指
導
の
頻
度
と

内
容
は
。

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
犯
罪
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
、
保
護
者
と
の
連
携
、

協
力
体
制
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

遠
藤

遠
藤

電車・高速バスと接続を
町長／利便性向上図る

災
害
対
策

Ｓ
Ｎ
Ｓ
犯
罪

逃
げ
遅
れ
対
策
は

町
長
／
令
和
２
年
に
防
災
マ
ッ
プ
配
布

子
ど
も
守
る
取
り
組
み
は

教
育
長
／
注
意
喚
起
を
引
き
続
き
行
う

教
育
長

小学校のパソコン室
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一

般

質

問

町政を問う町政を問う

小磯利雄 議員

①
東
日
本
大
震
災
の
記

録
Ⅲ
の
目
的
と
、
印
刷

部
数
・
執
行
額
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
復
興
最
優
先
で
協
力

し
た
議
会
を
始
め
、
町

内
各
種
団
体
に
対
し
て

配
慮
が
無
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
が
見
解
は

い
か
が
で
す
か
。

③
安
心
安
全
を
前
提
と

し
た
町
民
目
線
で
の
各

防
災
計
画
の
仕
上
げ
を

優
先
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

及
び
広
野
町
水
防
計

画
は
、
令
和
元
年
５

月
に
改
定
し
て
い
ま

す
。
総
合
的
な
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

住
民
説
明
会
を
令
和

２
年
３
月
に
開
催
し

て
各
戸
配
布
し
ま

す
。
震
災
の
記
録
誌

は
、
復
興
・
再
生
に

向
け
取
り
組
ん
で
い

る
中
、
記
録
に
留
め

発
刊
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

小
磯

①
町
の
復
興
の
記
録
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
残

し
、
完
成
予
定
の
県
立

ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
に
届
け

る
こ
と
で
す
。
印
刷
部
数

は
４
０
０
０
部
で
あ
り
、

執
行
額
は
２
２
８
万
円
で

す
。

②
編
集
委
員
の
方
々
が
、

方
針
に
基
づ
き
様
々
な

方
々
の
意
見
や
自
治
体
の

出
版
物
な
ど
を
参
考
に
協

議
を
重
ね
、
編
集
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

③
広
野
町
地
域
防
災
計
画

町
長

震
災
記
録
誌

発
行
の
目
的
は

町
長
／
県
立
ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
に
記
録

ヴィレッジ新駅地デジ

共聴組合支援を
町長／支援を行っている

①
箒
平
地
区
共
聴
組
合

の
難
視
聴
解
消
事
業
に

つ
い
て
詳
細
な
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

②
設
置
設
備
の
維
持
管

理
は
ど
な
た
の
責
任
で

行
う
の
で
す
か
。

③
行
政
に
よ
る
支
援
を

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

小
磯

①
施
設
の
整
備
は
総
務
省

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
が
テ
レ
ビ
電
波
の
状

況
確
認
や
共
聴
組
合
の
設

立
に
協
力
し
、
共
聴
組
合

が
総
務
省
に
対
す
る
補
助

申
請
を
行
い
、
事
業
者
を

選
定
、
共
聴
施
設
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

町
長

②
箒
平
地
区
協
聴
組
合
で

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

③
平
成
30
年
度
よ
り
テ
レ

ビ
共
同
受
信
施
設
改
修
事

業
費
補
助
金
交
付
要
綱
を

整
備
し
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

①
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
来
年
度
歳
入
見
込

み
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
ま
す
か
。

②
相
次
い
で
い
る
自
然

災
害
対
応
と
復
興
関
連

等
「
重
点
事
業
」
の
取

り
組
み
は
。

③
国
・
県
・
郡
と
町
振

興
計
画
等
の
進
捗
と
整

合
性
に
つ
い
て
。

小
磯

①
固
定
資
産
税
及
び
法
人

町
民
税
の
減
収
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

②
こ
れ
ま
で
の
総
括
す
べ

き
年
度
と
し
て
捉
え
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

③
県
総
合
計
画
及
び
ふ
た

ば
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、

町
振
興
に
基
づ
き
魅
力
あ

る
広
野
町
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

町
長

令
和
２
年
度
予
算

重
点
事
業
の
取
り
組
み
は

町
長
／
生
活
基
盤
整
備
目
指
す

震災記録誌


